
１２月、ノルディックウォーク参加 

 

 

 

 

 

 

八街市教育員会が推進する文化財保護・活用・継承のための市民・行政協働事

業の一環として、文化財ボランティアの活動状況や文化財情報などをお知らせし

ます。  

 

 

 ノルディック・ウォーク実施の当日である平成３０年１２月１５日（日）は晴

天に恵まれました。スポーツ振興課が主催するノルディック・ウォークにおいて、

文化財ボランティアの方々がノルディック・ウォークに参加しつつ、歴史解説ポ

イントで歴史ガイドを実施しました。  

 秋の穏やかな季節が過ぎ、天高く抜ける

ような青空のもと、初冬の寒さを感じなが

らも太陽の穏やかな陽射しとウォーキン

グのおかげで暖かさを感じながら、皆さん

元気に闊歩しながら、約５Km の行程を楽

しみました。榎戸サッカー場をスタート

し、榎戸第 3 児童公園に隣接する榎戸新田橋りょう、新蔵寺、大宮神社、かわら

めき古墳群、最後に北向きの道祖神でボランティアの方々に丁寧で分りやすい歴

史ガイドをしていただきました。  
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ボランティアの方々が各種活動を実践するうえで、必要な知識や技能の向上を

図るため、平成３０年１１月２０日に酒々井町の国指定史跡「本佐倉城」におい

て、ＮＰＯ法人まちづくり支援ネットワ

ーク佐倉代表の福山重雄先生に歴史ガ

イドをしていただき、文化財ボランティ

ア応援講習会を企画、開催しました。講

習会当日は、清々しい秋晴れのなかを本

佐倉城跡の物見台→城山→奥の山→倉

跡→セッテイ空堀→東山虎口というル

ートをめぐりながら、山城を守る側と攻める側の心情に寄り添った福山先生の丁

寧な解説により、当時の建物がありありと浮かびあがり、そして人々の息遣いや

感情までもがイメージ豊かに想像することができました。ボランティアの皆さん

が歴史的な説明を熱心に聴きいっている姿が非常に印象的でした。  

平成３０年度 文化財ボランティア応援講習会 



 

 

 

ウグイスの綺麗なさえずりを聴きながら、

今年も早春の里山に可憐な花をカタクリが

まとう時節となりました。多くの皆様にカタ

クリを見ていただくため、平成３１年３月２

２日（金）～３月２４日（日）に甘酒を提供

する「カタクリのおもてなし」をボランティ

アの方々のご協力のもと実施しました。  

今年のカタクリの開花状況ですが、昨年よりは開花時期が遅くなりました。昨

年は開花する１週間前頃から１５℃を超える暖かい日が続いたことから、おもて

なしをする頃、一斉に咲いた状況でした。一方、今年の初日は暖かく３４７株（昨

年 3 月 23 日 818 株）の開花を確認できま

したが、２日目は最高気温が１０℃と冬

に戻ったような小雨の降る状況で、ボラ

ンティアの方にカタクリの計測をしてい

ただきました。  

さて、昨年見学に来られた方の中にカ

タクリ群生地までの道がわからず、道に

迷われたという声をいただきましたの

で、今年は川上県道から砂地区に入る道

と川上小学校からの入り口付近に看板を

設置したところ、看板を見て道に迷うこ

となく来ることができたという声も聞き

ましたので、ほっと安堵しているところ

です。  

２日間（23 日雨天中止）で１１５人

以上が来場され、文化財ボランティアの  

 

市指定文化財「カタクリ群生地」でのおも

てなし！！ 

新規看板設置箇所  
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皆様には、甘酒配布のおもてなし、カタクリの

種蒔、そして雨の中での株計数など大変お世

話になりました。  

 

 

 

 

 

 

八街市、香取市、柏市、鎌ヶ谷市、鴨川市、成田市と酒々

井町を中心に６市１町が、江戸幕府が県内に置いた牧と牧

開墾後に落花生やスイカの全国有数の産地になった現代の

「農業王国千葉」が登場するまでをテーマとした「房総の

牧－徳川将軍の牧と近代農業発祥の大地－」を文化庁が推

進する日本遺産に平成３１年１月共同申請しました。  

 

 

 

 戸村正己先生を講師として、平成３０年７月２１日と

８月１１日の夏休みの期間に、親子で一緒に縄文土器を

つくる講座を開催しました。土器づ

くりの難しさと楽しさを体験し、縄

文人が試行錯誤して作り上げた縄文

土器の素晴らしさを実感していただ

けたと思います。  

 

 

 

 

 

紙面へのご意見・ご要望、また
は文化財保護やボランティア活
動に対する思いなどがありまし
たら、社会教育課文化財班へお寄
せ下さい。可能な限りこの通信誌
に掲載して、皆さんへお届けしま
す。  

日本遺産申請!(^^)! 

親子で楽しく縄文土器づくり

を開催(*^_^*) 


